モデル事業実施施設・事業報告書

【（様式③）モデル事業に対するコンサルタントの評価】

１．対象事業（対象作業科目）の選定内容についての評価
	［キーワード］

　・クリーニング作業の改善レベル

　・喫茶（コーヒーポット）のメニューのあり方

　・施設外作業の今後の行方

	［評価］

・ クリーニング作業の改善レベル

 スタート時点でクリーニング作業の改善は、既にＩＳＯの取得時や指導員の改善指導により充分であり、また同じようなことをやるのか、といった職員の反発があった。実態把握はコンサルタントの理解のためか、といった声もあったようである。しかし、後半の方針転換後に、クリーニングの流れが良くないので改善してほしいとの申し出により調査したところ、改善点が多々見つかった。理想を高くもち、改善は永久にし続けねばならないことを理解していただきたい。

・ 喫茶（コーヒーポット）のメニューのあり方

高齢者団地に囲まれて3,000人の高齢者が徒歩で来店できる立地にありながら、高齢者のニーズにあったメニュー構成とは言いがたい。現在、平均20人／１日の来店、平均１万円／１月の売り上げであり、工賃充当分としては5,000円／１人程度である。したがって、ニーズに見合った新メニューの投入なども積極的に取り組み、工賃の大幅アップを目指すべきである。


２．具体的数値目標の達成度の評価（今後の達成の見通し）
	［キーワード］

　・Ｈ19年度の目標達成

　・Ｈ20年度の見通し

	［評価］

　・Ｈ19年度の目標達成

　　　　工賃目標：施設外作業（2ヶ所）等の獲得で25,000円の目標達成の見通し（２月23日報告あり）

　・Ｈ20年度の見通し

　　　　工賃目標：34,000円　　集計中につき不明だが達成見込み大

　　　　主な積み上げ対象として

　　　　　１．コーヒーポットの新メニュー投入および新ＪＯＢによる積み上げ

　　　　　２．クリーニング作業の生産性向上による積み上げ　 等


３．改善計画・実行スケジュールの評価
	［キーワード］

　・本事業期間内での改善実施

	［評価］

　・本事業期間内での改善実施　

 本事業の期間内で改善が実施され、平成19年度目標工賃25,000円が実現見通しが立ったことは、関係者一丸となってがんばった証といえる。


４．地域ネットワーク会議の果たした機能についての評価
	［キーワード］

　・工賃向上目標達成に大きく貢献した施設外作業の開拓

　・地域社会で社会福祉を支えるための新ネットワーク構想

	［評価］

・ 工賃向上目標達成に大きく貢献した施設外作業の開拓
ネットワーク活用による施設外作業の開拓成果は期間中に得られず、施設の営業担当者及び施設の理事長の個人的人脈に多分に頼るものであったことは否めない。しかし、今回は実らなかったがネットワークメンバーの改善に向けた協力は将来的に実を結ぶと思われる。

また、この改善に向けた協力により施設外作業獲得における様々な課題が浮き彫りになったことは、今後の施設外作業開拓上の良い教訓を得たという意味では大きな成果といえる。

　・ 地域社会で社会福祉を支えるための新ネットワーク構想

　　　メンバーに労働団体と経済団体が参加しており、福祉団体だけではなしえなかった広範囲な視野からの検討による成果があった。そしてこのネットワークをこのままで終わることなく、たとえボランティア的とは言えども継続発展させるべきだといったメンバー間のコンセンサスも得られた。

　　　構想的には、公的機関の主導で農業関係・漁業関係の団体、市民団体、ボランティア団体等など、地域の組織総力を発揮可能な広範囲なメンバーを集い、社会福祉を支援する新たなネットワーク創りを目指すことにより、例えば、施設の経営する食堂などで使用する食材などの安価（特別割引や豊作、大漁時の無償提供）での提供および人材無償派遣などによる支援なども夢ではなくなるのではないか。


５．職員の意識・利用者（家族）の意識についての評価
	［キーワード］

　・職員の意識

　・利用者（家族）の意識

	［評価］

　・職員の意識

・ 職員は皆、責任感、使命感、忍耐力が強いが、作業の品質・納期の確保の方が利用者支援・訓練よりも優先せねばならないジレンマに悩まされているように感ずる。

・ 自分の役割分担を全うせんがためか、一部にセクショナリズムが見られる。

・ 利用者との協業の中、職員は倍の神経を使っており、他に何かをするには余裕がないようにさえ感ずる。

・ パート職員も正職員並の責任感、使命感を持っているが、発言しづらいムードは否めない。

　・利用者（家族）の意識
・ 利用者との作業体験から利用者の意識を、次のＡ，Ｂ，Ｃの３つのパターンで分類すると、

　　パターンＡの方々：仕事への集中力が弱く、心の痛み等から一律的指導は難しいと感ずる。

　　パターンＢの方々：仕事への責任感、積極性はやや弱いが、支援次第で変わると感ずる。

　　パターンＣの方々：責任感、向上意欲はあり、高収入・就職自立への目標は大と感ずる。


６．総合評価
	［キーワード］

　・事業目標の達成とモデル施設としての使命

　・職員のレベルアップ

　・利用者（家族）の期待

	［評価］

・事業目標の達成とモデル施設としての使命
地域ネットワーク会議で施設外作業を重点に活動展開し目標達成できた背景に、モデル事業といった良い意味でのプレッシャーと使命感がメンバー全員にあったからこそと思う。

・ 職員のレベルアップ

コミュニケーションの重要性、組織のあり方、指導・支援のあり方、論より行動力などを体感されたことと思う。

・ 利用者（家族）の期待

高工賃の獲得への期待が個人差はあるものの、どの程度実現されたか。また一方で作業場・作業環境・人間関係などの変化にともなう適応度、苦痛などの実態を本人、家族からヒアリングし把握する必要があると思う。


７．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	（今年度の取り組みにおける反省点）

・コンサルティングの進め方の方針転換のタイミングが約2ヵ月遅れてしまった。

（もっと早く対応すべきであった。施設側とのコミュニケーションが足りなかった）

・改善手法の内容が難しすぎたようであった（Ｑ＆Ａが不十分であった）。

・利用者（特に家族）との接触が足りなかった。

・地域ネットワーク会議での積極的なコンサルティング機能が当初足りなかった。　等

（今後の課題・展望）

 ・改善策のフォロー

　　　１．クリーニング作業の生産性向上、作業標準の完備

　　　２．コーヒーポットの新メニューの実現化　　等

　 ・職員支援比率低下への対応策

　 ・地域ネットワーク会議の継続・発展　　等


８．工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・コンサルタントの立場から－今後工賃アップに取り組むコンサルタントへのアドバイスなど
・ 契約前に充分な実態把握をし、改善余地、改善項目と目標、コンサルティングの考え方・進め方、地域ネットワーク会議の目的、メンバー構成、運営要領等、施設経営者、担当者とコンセンサスを図っておく。

・ 常に連絡をとり合い、活動情報の共有化を図る。

・ できるだけ現場に出て関係者とコミュニケーションを図り、実態を正しく把握する。

・ 地域ネットワーク会議はコンサルタントも企画・運営に積極的に携わる。

・ 施設側の申し出をよく聞き、即時対応する。手段は変われども目的は不変である。

・ ステップアップ事業事務局へのご提案

スタート後１～１ヵ月半経過時点で施設訪問をお願いしたい。

この頃、展開上の大きな問題が出てくることが予測され、大変効果的である。

施設とコンサルタント間のギャップ解消には事務局の存在は欠かせない。

要請に応じて事務局の訪問や電話相談が出来るような体制作りを是非ともお願いしたい。


